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論
文
概
要
書
：
近
世
前
期
に
お
け
る
明
末
文
化
の
影
響
と
江
戸
文
人
の
発
生 

伊
藤
善
隆 

 
 
 

は
じ
め
に 

 

本
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
近
世
前
期
の
文
学
を
対
象
と
し
て
明
末
文
化
の
影
響
を
指
摘
し
、
そ
の
意
味
や
価
値
を
考
察
す

る
こ
と
に
目
標
を
置
い
て
い
る
。 

 

明
末
文
化
の
影
響
を
主
題
と
し
た
結
果
と
し
て
、
全
体
と
し
て
は
、
漢
文
学
に
関
す
る
論
考
や
資
料
紹
介
が
中
心
を
占
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
の
興
味
の
出
発
点
は
漢
文
学
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
芭
蕉
の
俳
諧
に
見
ら
れ
る

隠
逸
的
な
指
向
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
探
る
こ
と
に
あ
っ
た
。 

  
 
 

本
論 

 

「
第
一
章 

天
和
期
の
芭
蕉
」
で
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
上
旬
の
木
因
宛
芭
蕉
書
簡
の
中
に
見
ら
れ
る
「
鳶
の

付
合
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
付
合
に
お
け
る
芭
蕉
の
作
意
の
再
検
討
を
試
み
た
。
従
来
は
「
遊
戯
的
」
と
評
さ
れ
て
き
た
こ
の

付
合
に
は
、
一
人
の
個
性
的
な
隠
遁
者
の
面
影
が
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
じ
つ
は
そ
れ
は
芭
蕉
自
身
の
姿
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
付
合
は
、
自
ら
の
理
想
の
姿
を
模
索
す
る
芭
蕉
の
自
画
像
な
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
解
釈
を
示
し
た
。 

 

さ
て
、
近
世
文
学
に
お
い
て
〝
隠
逸
〟
は
、
重
要
な
主
題
の
一
つ
で
あ
る
。
様
々
な
作
品
で
、
隠
逸
・
隠
者
が
テ
ー
マ
と
な

る
し
、
近
世
の
作
品
と
『
徒
然
草
』
や
『
撰
集
抄
』
と
の
接
点
を
探
る
論
考
も
多
い
。
も
っ
と
広
く
捉
え
れ
ば
、
「
見
立
て
」

や
「
や
つ
し
」
と
い
っ
た
理
念
的
な
問
題
と
も
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。 

 

そ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
際
に
重
要
な
出
発
点
と
な
り
得
る
の
は
、
近
世
前
期
に
お
い
て
最
先
端
の
知
識
人
で
あ
っ
た
林
家

林
門
の
人
々
が
持
っ
て
い
た
隠
逸
観
を
探
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
問
題
意
識
で
、
『
古
今
逸
士
伝
』
（
万
治
四
年
〈
一

六
六
一
〉
序
）
、
『
本
朝
遯
史
』
（
万
治
四
年
成
、
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
刊
）
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
（
寛
文
四
年
刊
）
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
論
考
が
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
で
あ
る
。 

 

「
第
二
章 

『
古
今
逸
士
伝
』
考
」
で
は
、
従
来
は
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
『
古
今
逸
士
伝
』
を
取

り
上
げ
、
そ
の
典
拠
や
編
集
の
方
針
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
編
者
で
あ
る
野
間
三
竹
の
「
隠
逸
」
に
対
す
る
意
識
を
考
察
し
た
。

三
竹
は
、
『
古
今
逸
士
伝
』
を
編
集
す
る
際
に
、
老
荘
・
仏
教
や
怪
異
・
怪
譚
と
い
っ
た
「
異
端
」
の
要
素
を
排
除
し
て
お
り
、

そ
れ
は
曲
直
瀬
道
三
・
玄
朔
流
の
医
家
と
し
て
の
三
竹
の
意
識
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

「
第
三
章 

『
本
朝
遯
史
』
編
纂
の
方
法
」
で
は
、
読
耕
斎
が
『
本
朝
遯
史
』
編
纂
の
際
に
拠
っ
た
文
献
を
明
ら
か
に
し
、

読
耕
斎
の
撰
述
意
識
に
は
、
歴
史
的
客
観
性
に
対
す
る
配
慮
が
う
か
が
え
る
こ
と
、
ま
た
三
竹
と
同
様
「
異
端
」
を
排
除
し
て

儒
教
道
徳
を
鼓
吹
す
る
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
本
朝
遯
史
』
は
、
中
国
の
儒
教
的
隠
逸
観

の
影
響
の
も
と
、
近
世
に
お
け
る
新
し
い
隠
逸
観
を
提
示
し
た
書
で
あ
り
、
同
時
に
、
自
ら
が
影
響
を
受
け
た
中
国
の
隠
逸
伝

を
、
歴
史
的
客
観
性
に
お
い
て
越
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
積
極
的
な
性
格
を
も
備
え
た
書
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
た
。 

 

「
第
四
章 

『
本
朝
遯
史
』
に
お
け
る
隠
逸
観
の
検
討
」
で
は
、
読
耕
斎
が
中
国
の
正
史
に
載
る
隠
逸
伝
か
ら
影
響
を
受
け

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
と
『
本
朝
遯
史
』
の
記
述
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
我
が
身
の
不
遇

か
ら
や
む
を
え
ず
隠
逸
し
た
人
物
」
に
対
す
る
共
感
と
、
そ
の
人
物
を
取
り
巻
く
社
会
の
在
り
方
へ
の
関
心
が
存
在
す
る
こ
と

が
『
本
朝
遯
史
』
の
特
色
で
あ
る
と
し
、
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
と
『
本
朝
遯
史
』
の
違
い
に
は
、
同
時
代
の
仮
名
草
子
の
教
義
問

答
体
草
子
、
と
く
に
儒
仏
論
争
に
関
す
る
作
品
の
持
つ
問
題
と
共
通
す
る
要
素
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

以
上
の
問
題
を
検
討
す
る
過
程
で
、
林
家
林
門
の
人
々
が
明
末
の
〝
山
人
派
〟
の
文
化
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
こ
と
を
知

っ
た
。
そ
の
こ
と
を
検
討
し
た
結
果
が
、
第
五
章
～
第
七
章
で
あ
る
。 

 

「
第
五
章 

近
世
前
期
に
お
け
る
『
遵
生
八
牋
』
受
容
」
で
は
、
林
読
耕
斎
、
野
間
三
竹
、
石
川
丈
山
ら
の
文
芸
活
動
に
見

ら
れ
る
遊
戯
的
な
側
面
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
背
景
に
『
遵
生
八
牋
』
（
万
暦
十
九
年
〈
一
五
九
一
〉
刊
）
の
影
響
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
『
遵
生
八
牋
』
は
養
生
書
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
理
想
的
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
中
国
の
知
識

人
・
士
大
夫
の
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
読
耕
斎
が
『
菜
根
譚
』
も
読
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
彼
ら
の
文
芸
活
動
が
、
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じ
つ
は
、
こ
れ
ま
で
は
近
世
中
期
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
「
江
戸
文
人
」
の
時
代
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論

づ
け
た
。 

 

「
第
六
章 

近
世
前
期
に
お
け
る
陳
継
儒
の
影
響
」
で
は
、
明
末
に
活
躍
し
た
山
人
派
の
文
人
た
ち
を
代
表
す
る
人
物
で
あ

る
陳
継
儒
の
影
響
を
検
討
し
た
。
折
か
ら
の
商
業
出
版
の
発
展
に
乗
っ
て
『
宝
顔
堂
秘
笈
』
（
万
暦
三
十
四
年
〈
一
六
〇
六
〉

～
泰
昌
元
年
〈
一
六
二
〇
〉
）
を
は
じ
め
多
く
の
書
物
を
出
版
し
活
躍
し
た
陳
継
儒
の
著
作
が
早
速
日
本
に
も
舶
載
さ
れ
て
、

林
鵞
峰
、
読
耕
斎
、
野
間
三
竹
、
石
川
丈
山
ら
の
文
芸
活
動
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

「
第
七
章 

近
世
前
期
に
お
け
る
明
末
「
随
筆
」
の
受
容
」
で
は
、
陳
継
儒
た
ち
山
人
派
の
著
作
の
影
響
が
、
三
竹
た
ち
の

「
随
筆
」
に
対
す
る
意
識
を
喚
起
し
て
い
た
こ
と
、
読
耕
斎
の
『
本
朝
遯
史
』
で
兼
好
の
『
徒
然
草
』
を
「
随
筆
」
と
呼
ん
で

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
徒
然
草
』
は
、
和
文
で
書
か
れ
た
日
本
の
古
典
で
あ
り
な
が
ら
、
儒
者
や
医
者
な
ど
、
漢
学
者
た
ち

に
よ
っ
て
、
最
初
に
「
随
筆
」
と
し
て
の
面
白
さ
が
〝
発
見
〟
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。 

 

さ
ら
に
、
明
末
出
版
文
化
の
影
響
下
に
お
け
る
、
近
世
前
期
の
日
本
の
詩
学
・
詩
論
・
詩
作
の
あ
り
方
の
一
端
を
検
討
し
た
。

そ
の
論
考
が
第
八
章
か
ら
十
一
章
で
あ
る
。 

 

「
第
八
章 

『
本
朝
詩
英
』
小
考
」
で
は
、
三
竹
の
『
本
朝
詩
英
』
（
寛
文
九
年
〈
一
六
六
九
〉
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
作
品

の
出
典
を
検
討
し
た
。
今
ま
で
は
、
漠
然
と
勅
選
三
集
な
ど
を
撰
集
の
材
料
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
じ
つ
は
『
経
国

集
』
は
参
照
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
鵞
峰
の
『
本
朝
一
人
一
首
』
（
寛
文
五
年
刊
）
が
撰
集
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
併
せ
て
、
出
典
を
調
査
し
た
結
果
を
、
「
第
八
章
付
録 

『
本
朝
詩
英
』
所
収
詩
出
典
一
覧
」

と
し
て
ま
と
め
た
。 

 

「
第
九
章 

『
童
蒙
詩
式
』
考
」
で
は
、
伝
本
の
比
較
的
少
な
い
『
童
蒙
詩
式
』
を
調
査
し
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
、

明
の
梁
橋
編
『
氷
川
詩
式
』
（
嘉
靖
二
十
四
年
〈
一
五
四
五
〉
刊
）
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
異
版
が
存
在
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
あ
わ
せ
て
そ
の
流
布
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
、
『
氷
川
詩
式
』
を
利
用
し
た
こ
と
の
背
景
や
意
義
に
つ
い

て
考
察
し
た
。
『
氷
川
詩
式
』
は
、
明
末
出
版
文
化
の
盛
行
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世

前
期
の
詩
論
は
、
明
末
出
版
文
化
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

「
第
十
章 

『
北
山
紀
聞
』
巻
四
「
詩
格
」
と
『
氷
川
詩
式
』
」
で
は
、
近
年
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
『
北

山
紀
聞
』
（
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
詩
格
」
の
内
容
を
調
査
し
、
そ
の
記
述
が
『
氷
川
詩
式
』

に
拠
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
章
と
同
様
、
こ
の
こ
と
は
、
近
世
前
期
の
詩
論
が
、
明
末
出
版
文
化
の
強
い
影
響

下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。 

 

「
第
十
一
章 

丈
山
の
杜
甫
受
容
」
で
は
、
丈
山
の
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
「
拙
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
丈
山
の
杜
甫
受
容

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
従
来
、
丈
山
の
杜
甫
理
解
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
に
よ
っ
て
、
当
時
舶
載
さ
れ
て
い
た
中
国

の
詩
話
・
類
書
か
ら
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
検
討
の
結
果
、
丈
山
の
杜
甫
へ
の
興
味
・
共
感
は
、

中
国
の
詩
話
・
類
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
忠
君
愛
国
」
の
詩
人
と
し
て
の
面
で
は
な
く
、
そ
の
隠
逸
的
な
側
面
に
向
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
ら
の
閑
居
生
活
を
杜
甫
の
そ
れ
に
準
え
る
意
識
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
当
時
一
般
の
杜
甫
理
解
に
照
ら
し
て
、
こ
の
こ
と
は
丈
山
の
杜
甫
理
解
の
特
徴
と
結
論
付
け
た
。 

 

な
お
、
明
末
文
化
の
影
響
を
考
え
る
際
に
、
俳
諧
史
・
美
術
史
と
の
関
連
で
非
常
に
重
要
な
事
象
と
な
る
の
が
、
詩
箋
の
受

容
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
「
第
十
二
章 

多
色
摺
と
俳
諧
の
世
界
」
で
は
、
初
期
色
摺
本
の
刊
行
か
ら
、
詩
箋
の
流
入
、
俳
諧

一
枚
摺
発
生
、
俳
諧
の
多
色
摺
の
展
開
、
と
い
う
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
解
説
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
を
ふ
ま
え
て
そ
の

意
義
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
俳
諧
一
枚
摺
の
歴
史
と
享
受
者
層
の
広
が
り
を
考
え
る
と
、
ま
ず
俳
諧
を
楽
し
む
幅
広
い
需
要

が
あ
っ
て
、
そ
の
需
要
に
応
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
多
色
摺
版
画
が
制
作
さ
れ
て
い
く
う
ち
、
錦
絵
や
狂
歌
摺
物
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
高
度
な
技
術
や
洗
練
さ
れ
た
造
形
意
識
と
い
う
も
の
が
花
開
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論
付
け
た
。 

 

第
十
三
章
以
降
は
、
第
十
二
章
ま
で
の
論
考
に
関
連
す
る
資
料
紹
介
を
中
心
に
構
成
し
た
。
羅
山
の
詩
箋
資
料
や
、
従
来
そ

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
井
川
春
良
（
西
尾
藩
儒
臣
）
の
『
兼
山
詩
文
』
な
ど
、
重
要
と
思
わ
れ
る
文
献
を
翻
刻
紹
介

し
、
さ
ら
に
事
跡
の
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
野
間
三
竹
の
年
譜
を
作
成
し
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
示
す
。 
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「
第
十
三
章 

林
永
喜
「
寛
永
十
五
年
の
夏
」
和
歌
懐
紙
の
紹
介
」
で
は
、
そ
の
詩
文
集
・
歌
集
が
伝
わ
ら
ず
、
従
来
ほ
と

ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
林
永
喜
の
最
晩
年
の
懐
紙
（
個
人
蔵
）
を
翻
刻
紹
介
し
、
そ
の
事
跡
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、

永
喜
の
遺
墨
に
関
す
る
記
述
を
『
鵞
峰
林
学
士
文
集
』
と
『
国
史
館
日
録
』
か
ら
紹
介
し
た
。 

 

「
第
十
四
章 

翻
刻
『
文
敏
先
生
遺
墨
』
」
で
は
、
羅
山
が
孫
の
梅
洞
に
与
え
た
詩
懐
紙
二
十
五
枚
（
個
人
蔵
）
を
翻
刻
紹

介
し
た
。
こ
れ
は
、
林
家
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
明
末
詩
箋
の
日
本
へ
の
伝
来
と
流
布
を
示
す
具
体
例
と
し

て
貴
重
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
末
の
彩
色
摺
詩
箋
に
揮
毫
さ
れ
た
も
の
が
八
枚
含
ま
れ
て
い
る
。
梅
洞
は
、
承
応
元
年
（
一

六
五
二
）
に
『
毛
詩
』
二
十
巻
を
口
授
さ
れ
る
と
と
も
に
、
羅
山
か
ら
「
禄
寿
名
」
の
三
字
を
授
け
ら
れ
、
詩
作
を
促
が
さ
れ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、
翌
承
応
二
年
八
月
、
は
じ
め
て
小
絶
一
首
を
作
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
羅
山
は
、
驚
き
喜
ん
で
こ
れ
に
和

韻
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
二
人
の
応
酬
は
続
く
。
本
資
料
に
収
録
さ
れ
た
最
後
の
懐
紙
は
、
羅
山
が
亡
く
な
る
明
暦
三
年
の
正

月
の
も
の
で
あ
る
。 

 

「
第
十
五
章 

野
間
三
竹
年
譜
稿
」
で
は
、
野
間
三
竹
の
伝
記
的
な
事
実
に
関
す
る
確
実
な
事
項
を
集
め
、
そ
の
年
譜
稿
を

作
成
し
た
。
主
と
し
て
林
家
の
詩
文
集
に
見
え
る
三
竹
の
足
跡
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
野
間
三
竹
は
、
近
世
前
期
に
活
動
し

た
医
者･

漢
学
者
で
あ
る
。
三
竹
に
注
目
す
る
理
由
は
、
近
世
前
期
に
お
け
る
漢
学
者･

知
識
人
の
、
文
人
的
な
側
面
を
よ
く
具

現
化
し
た
存
在
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

「
第
十
六
章 

人
見
竹
洞
書
簡(

十
月
十
二
日
付
、
前
田
綱
紀
宛)
の
紹
介
と
考
察
」
で
は
、
人
見
竹
洞
が
前
田
綱
紀
（
金
沢

藩
第
五
代
藩
主
・
松
雲
公
）
に
宛
て
た
書
簡
一
通
（
個
人
蔵
）
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
当
該
書
簡
は
、
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
竹

洞
と
綱
紀
と
の
関
係
が
生
じ
た
寛
文
七
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
内
容
も
野
間
三
竹
の
『
本
朝
詩
英
』
に
触
れ
る
な
ど
興
味
深

い
内
容
を
持
つ
。
併
せ
て
、
『
国
史
館
日
録
』
の
記
述
を
追
う
こ
と
で
、
林
家
と
前
田
家
の
交
流
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

「
第
十
七
章 

翻
刻
『
童
蒙
詩
式
』
」
で
は
、
寛
文
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
詩
作
法
書
『
童
蒙
詩
式
』（
個
人
蔵
）
を
翻
刻
し
た
。

『
童
蒙
詩
式
』
は
、
寛
文
の
『
書
籍
目
録
』
に
名
前
が
見
え
る
も
の
の
、
『
国
書
総
目
録
』
に
は
所
在
が
記
載
さ
れ
ず
、
そ
の

内
容
は
不
明
で
あ
っ
た
。
現
在
公
開
中
の
国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
、「
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

に
一
本
（
岡
山
大
学
業
合
文
庫
蔵
本
）
、「
日
本
古
典
資
料
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
一
本
（
磐
田
市
教
育
委
員
会
蔵
本
）
が
載

る
の
み
で
あ
る
が
、
機
会
を
得
て
個
人
蔵
の
二
本
を
調
査
し
、
こ
れ
を
翻
刻
し
た
。 

 

「
第
十
八
章 

翻
刻
『
修
蘭
抄
』
」
で
は
、
丈
山
の
撰
述
し
た
園
芸
書
『
修
蘭
抄
』(

個
人
蔵)

を
翻
刻
し
た
。『
新
編
覆
醤
集
』

に
は
そ
の
跋
文
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
様
子
は
な
く
、
伝
来
も
稀
で
あ
る
。
今
ま
で
伝
本
と
し
て
そ
の
存

在
が
確
認
で
き
た
も
の
は
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
本
の
み
で
あ
っ
た
が
、
機
会
を
得
て
、
新
出
の
写
本
（
江
戸
時
代
前
期

頃
写
、
個
人
蔵
）
を
調
査
し
、
こ
れ
を
翻
刻
し
た
。
本
書
の
内
容
は
、『
遵
生
八
牋
』
中
の
「
燕
閑
清
賞
牋
」
に
載
る
「
蘭
譜
」

の
記
述
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

「
第
十
九
章 

石
川
子
復
自
筆
懐
紙
（
延
宝
二
年
一
月
付
）
の
紹
介
」
で
は
、
幼
時
か
ら
石
川
丈
山
に
近
侍
し
、
没
後
は
『
新

編
覆
醤
集
』
を
編
纂
す
る
な
ど
、
そ
の
顕
彰
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
石
川
子
復
（
重
昌
、
生
没
年
未
詳
）
の
自
筆
懐
紙
（
個

人
蔵
）
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
子
復
の
作
品
は
詩
文
集
と
し
て
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
関
連
す
る
資
料
も
少
な
い
た
め
、
本
資
料
は

貴
重
で
あ
る
。 

 

「
第
二
十
章 

菊
池
耕
斎
「
本
多
美
作
守
藤
原
忠
相
墓
誌
銘
」
の
紹
介
」
で
は
、
菊
池
耕
斎
が
記
し
た
、
三
河
西
端
の
藩
祖
、

本
多
忠
相
の
墓
誌
銘
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
こ
の
墓
誌
銘
は
、
『
耕
斎
全
集
』
（
写
本
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
中
に
「
藤

原
忠
相
君
墓
誌
銘
」
（
「
耕
斎
文
草
」
巻
六
「
雑
著
」
所
収
）
と
し
て
見
え
る
も
の
だ
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
も
の
は
、
そ
の

清
書
本
と
考
え
ら
れ
る
巻
子
本
一
巻
（
個
人
蔵
）
で
あ
る
。
元
箱
と
考
え
ら
れ
る
漆
塗
り
の
箱
と
共
に
伝
存
し
た
こ
と
も
貴
重

で
あ
る
。 

 

「
第
二
十
一
章 

井
川
春
良
『
兼
山
詩
文
』
」
で
は
、
西
尾
藩
に
仕
え
た
近
世
前
期
の
儒
者
、
井
川
春
良
の
詩
文
集
『
兼
山

詩
文
』
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
春
良
は
、
従
来
、
儒
者
と
し
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
幕
初
に
老
中
・
大

老
を
歴
任
し
た
土
井
大
炊
頭
利
勝
の
伝
記
資
料
「
利
勝
公
遺
事｣

を
著
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
注
目
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
詩
文
集
が
伝
わ
ら
ず
、
そ
の
人
の
活
動
や
思
想
を
具
体
的
に
伝
え
る
も
の
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
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ろ
う
。
春
良
が
活
動
し
た
時
期
は
、
元
和
偃
武
以
後
、
文
運
が
隆
盛
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時

期
に
は
、
邦
人
詩
文
集
の
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
未
だ
少
な
く
、
写
本
で
伝
存
す
る
も
の
も
極
め
て
稀
で
あ
る
。
『
兼
山
詩
文
』

に
は
、
春
良
の
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
末
か
ら
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
冬
ま
で
の
作
品
を
収
録
す
る
が
、
近
世
前
期
の
儒

臣
の
生
活
や
信
条
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
、
伝
存
す
る
類
例
の
乏
し
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

「
第
二
十
二
章 
鈴
木
秋
峯
宛
書
簡
・
詩
懐
紙
十
一
通
」
で
は
、
幕
府
作
事
奉
行
配
下
の
御
大
工
頭
で
あ
っ
た
鈴
木
長
兵
衛

長
頼
に
贈
ら
れ
た
詩
懐
紙
と
書
簡
（
元
禄
頃
）
、
計
十
一
通
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
長
頼
は
、
林
家
や
人
見
家
の
儒
者
た
ち
、
ま

た
石
田
未
琢
ら
の
俳
人
た
ち
と
交
際
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
自
身
も
『
桑
華
詩
編
』
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
著
述
を
残
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
の
文
事
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
乏
し
く
、
こ
の
詩
懐
紙
も
、
そ
の
活
動
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
な
お
、
注
目
す
べ
き
は
、
明
末
の
中
国
大
陸
か
ら
日
本
に
舶
載
さ
れ
て
人
気
の
あ
っ
た
詩
箋
が
、
本
資
料
中
に
五
枚

含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
多
色
摺
資
料
と
し
て
の
詩
箋
の
流
布
を
示
す
事
例
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。 

  
 
 

本
研
究
の
位
置
付
け
と
今
後
の
展
望 

 

最
後
に
、
以
上
の
研
究
と
こ
れ
ま
で
の
近
世
漢
文
学
研
究
と
の
接
点
、
そ
れ
か
ら
今
後
の
研
究
の
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
。 

 

そ
も
そ
も
、
従
来
の
近
世
漢
文
学
の
研
究
は
、
中
期
以
後
を
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
前
期
で
は
朱
子
学
の
導
入
と

い
う
思
想
史
上
の
問
題
が
大
き
く
扱
わ
れ
る
も
の
の
、
文
学
的
・
文
化
的
な
側
面
は
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た

石
川
丈
山
や
深
草
元
政
が
好
意
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
羅
山
や
鵞
峰
ら
林
家
の
人
々
に
対
す
る
文
学
面
で

の
評
価
は
低
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
中
村
幸
彦
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

儒
者
達
に
と
っ
て
詩
は
閑
文
字
で
、
風
流
は
そ
の
生
活
の
閑
境
に
存
し
た
近
世
初
期
に
於
い
て
、
真
の
詩
は
、
人
生

を
閑
境
に
お
い
た
隠
者
の
中
に
存
し
た
の
で
あ
る
。
由
来
、
こ
の
頃
の
詩
を
い
う
者
、
先
ず
指
を
、
洛
北
詩
仙
堂
の

隠
者
石
川
丈
山
と
、
洛
南
霞
谷
の
行
者
元
政
上
人
に
屈
す
る
。
（
中
略
）
羅
山
や
鵞
峯
の
行
状
年
譜
を
見
る
に
、
又

杏
庵
、
活
所
等
の
伝
記
を
按
ず
る
に
、
こ
の
頃
の
儒
者
の
最
大
の
仕
事
は
、
漢
籍
に
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
、
漢
籍
か
ら

政
治
経
済
上
に
有
益
な
事
ど
も
を
抄
出
し
て
、
為
政
者
達
に
役
立
て
る
、
所
謂
啓
蒙
期
ら
し
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
（
中

略
）
元
禄
に
近
づ
く
と
儒
学
界
の
様
相
は
漸
く
変
じ
て
く
る
。
実
用
の
儒
学
か
ら
、
人
間
の
あ
り
方
に
関
心
が
む
く
。

啓
蒙
期
を
離
れ
て
本
格
的
な
人
間
学
と
し
て
の
儒
学
が
究
明
さ
れ
出
す
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
ひ
る
が
え
っ
て
林
家

を
見
る
と
、
鵞
峯
は
幕
府
へ
の
忠
勤
と
、
自
家
の
繁
栄
を
願
っ
て
、
延
宝
年
間
ま
で
努
力
し
て
い
る
が
、
彼
の
学
問

は
当
用
の
学
で
、
文
学
は
装
飾
で
あ
っ
た
。
鵞
峯
の
考
え
の
ど
こ
か
ら
も
真
実
の
学
問
と
文
学
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。

林
家
の
衰
運
は
こ
の
辺
に
根
ざ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
新
し
い
学
問
と
文
学
は
、
人
間
と
現
実
に
根
拠
を
お
い
て
、

既
成
の
学
を
疑
い
、
反
抗
し
た
人
々
の
側
か
ら
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

（
「
第
七
章 

近
世
初
期
の
漢
文
学
」
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
七
巻 

中
央
公
論
社 

昭
和
59
年
３
月
、
初
出
『
国

語
と
国
文
学
』
第
三
六
〇
号
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
至
文
堂
、
昭
和
29
年
４
月
） 

 

以
上
の
指
摘
の
根
底
に
は
、
文
学
に
対
す
る
い
さ
さ
か
偏
狭
な
見
方
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
論
考
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
近
世
前
期
の
漢
文
学
に
対
す
る
分
析
は
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
鵞
峯
の
考
え
の
ど
こ
か
ら
も
真
実
の
学
問
と
文
学

は
出
て
こ
な
か
っ
た
」
と
い
う
批
評
は
、
や
は
り
独
善
的
で
あ
ろ
う
。 

 

と
も
あ
れ
、
近
世
前
期
の
漢
文
学
が
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
三
点
に

集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

（
Ⅰ
）
従
来
の
近
世
漢
文
学
研
究
で
は
、
詩
文
の
研
究
に
重
き
が
お
か
れ
た
。
そ
の
た
め
、
漢
文
学
者
が
漢
詩
人
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
が
顕
著
と
な
る
近
世
中
期
以
降
（
す
な
わ
ち
荻
生
徂
徠
の
〝
迥
園
派
〟
以
降
）
の
諸
派
の
漢
学
者
た
ち
が
主

た
る
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。 

（
Ⅱ
）
近
世
前
期
に
活
躍
し
た
林
家
林
門
の
漢
学
者
た
ち
は
、
権
力
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
た
め
、
詩
文
を
〝
社
交
風
流
〟
の

具
に
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
先
入
観
（
前
掲
、
中
村
幸
彦
「
近
世
初
期
の
漢
文
学
」
な
ど
）
が
持
た
れ
て
い
た
。 

（
Ⅲ
）
近
世
前
期
の
漢
文
学
の
指
導
的
立
場
を
占
め
た
林
家
林
門
の
詩
集
・
文
集
は
膨
大
な
分
量
で
あ
る
た
め
、
全
体
を
見
渡
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し
た
分
析
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
羅
山
・
鵞
峰
・
読
耕
斎
・
梅
洞
・
鳳
岡
ら
の
詩
文
集
に
目
を
通

し
、
併
せ
て
多
数
存
在
す
る
同
時
代
の
漢
学
者
た
ち
の
文
献
の
調
査
・
発
見
・
翻
刻
も
行
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

羅
山
か
ら
鳳
岡
ま
で
の
時
代
の
林
家
の
詩
文
集
の
う
ち
、
す
で
に
影
印
・
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
羅
山
の
詩

集
・
文
集
（
翻
刻
）
と
鵞
峰
の
文
集
（
影
印
）
の
み
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
今
ま
で
の
研
究
状
況
に
対
し
て
、
こ
の
論
文
で
は
、
近
世
前
期
に
お
け
る
明
末
文
化
の
影
響
と
、
林
家
を
中
心
に

し
た
文
芸
交
遊
圏
に
注
目
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
近
世
前
期
の
林
家
林
門
の
漢
学
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

明
末
の
中
国
で
活
躍
し
た
〝
山
人
派
〟
文
人
た
ち
の
隠
逸
趣
味
・
文
人
趣
味
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
し
て
、
従
来
は
近
世
中
期
以
降
の
問
題
と
さ
れ
て
き
た
〝
江
戸
文
人
〟
の
萌
芽
を
、
早
く
近
世
前
期

の
林
家
林
門
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
先
に
指
摘
し
た
（
Ⅰ
）
の
見
方
の
よ
う
に
〝
詩
人
〟
と
し
て
近
世
前
期
の
漢
文
学
者
た
ち
を
評
価
し
よ
う
と

す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
文
化
史
的
な
価
値
観
で
林
家
林
門
の
漢
文
学
者
た
ち
を
評
価
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
文
人
趣
味
の
萌
芽
を
近
世
前
期
の
林
家
林
門
に
見
出
し
た
こ
と
は
、
彼
ら
に
対
す
る
（
Ⅱ
）
の
よ
う
な
偏
っ
た
考
え

方
を
見
直
す
結
果
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
た
し
か
に
丈
山
は
詩
人
と
し
て
は
他
の
林
家
林
門
の
面
々
よ
り
優
れ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
け
っ
し
て
孤
高
の
存
在
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
〝
社
交
風
流
〟
の
世
界
に
も
遊
ん
で
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
反
対
に
鵞
峰
や
読
耕
斎
な
ど
林
家
の
面
々
に
も
、
隠
逸
に
対
す
る
関
心
や
憧
れ
が
存
在
し
た

こ
と
も
確
認
で
き
た
。 

 

さ
ら
に
、
多
色
摺
資
料
と
し
て
美
術
史
・
俳
諧
史
と
の
関
連
か
ら
も
重
要
視
さ
れ
る
詩
箋
や
、
従
来
そ
の
存
在
自
体
が
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
井
川
春
良
（
西
尾
藩
儒
臣
）
の
『
兼
山
詩
文
』
な
ど
、
以
上
の
検
討
の
過
程
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
貴
重

な
文
献
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
。
ま
た
、
事
跡
の
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
野
間
三
竹
の
年
譜
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
は
（
Ⅲ
）

に
指
摘
し
た
研
究
環
境
の
不
足
を
多
少
な
り
補
う
も
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
今
後
の
展
望
だ
が
、
や
は
り
以
上
の
よ
う
な
方
向
性
で
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
も
有
効
的
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
だ
ま
だ
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
資
料
に
は
事
欠
か
な
い
。
つ
ま
り
、
（
Ⅲ
）
に
指
摘
し
た
研
究
環
境
の

不
足
は
、
ま
だ
何
ら
根
本
的
な
解
決
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

ま
た
、
未
開
拓
の
問
題
と
し
て
、
黄
檗
文
化
の
影
響
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
日
本
に
流
入
し
て
き
た
黄
檗
文
化

も
、
広
い
意
味
で
は
明
末
文
化
の
一
端
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
考
え
て
み
れ
ば
、
や
は
り
そ
れ
と

し
て
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

以
上 

 


